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■
ど
う
し
て
国
に
あ
わ
せ
て
賃
下
げ
な
の
で

し
ょ
う
。
理
解
で
き
ま
せ
ん
。

 

合
羽　

利
加
（
八
尾
市
職
労
）

■
給
料
が
上
が
ら
な
い
。
下
が
っ
て
い
る

が
、
世
間
で
は
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
と
か
で

良
い
よ
う
な
こ
と
を
、
マ
ス
コ
ミ
を
使
っ
て

騒
い
で
い
ま
す
が
、
乗
せ
ら
れ
な
い
よ
う
に

財
布
の
紐
を
締
め
直
し
ま
し
ょ
う
。

 

藤
田　

恵
次
（
堺
市
職
労
）

■
同
じ
吹
田
関
連
労
働
組
合
の
藤
井
さ
ん
と

福
田
さ
ん
の
「
吹
田
市
非
常
勤
職
員
雇
止
め

撤
回
を
求
め
る
裁
判
」
に
注
目
し
て
い
ま

す
。
私
も
同
じ
立
場
に
あ
る
の
で
人
ご
と
に

思
え
ま
せ
ん
。
ま
た
、
障
害
の
あ
る
主
人
が

総
合
福
祉
会
館
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
、
お
二

人
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

 

峰　

朋
子
（
吹
田
関
連
労
組
）

■
最
近
、
手
話
と
英
会
話
を
習
い
始
め
ま
し

た
。
公
務
員
と
い
う
仕
事
は
配
属
さ
れ
る
職

場
に
よ
っ
て
は
定
時
で
終
業
で
き
る
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
職
場
に
い
る
間
の
自

由
な
時
間
を
自
己
啓
発
に
活
か
し
、
次
の
配

属
先
で
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
た
い

! ! 

小
西　

由
美
（
貝
塚
市
職
労
）

■
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
で
上
昇
す
る
株
価
、

円
安
で
利
益
が
出
る
大
企
業
と
、
景
気
回
復

ム
ー
ド
一
色
の
世
の
中
で
す
が
、
こ
の
先
も

本
当
に
順
調
な
の
で
し
ょ
う
か
。
気
持
ち
を

引
き
締
め
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま

す
。 

乗
鞍　

弘
仁
（
八
尾
市
職
労
）

■
橋
下
市
長
の
「
慰
安
婦
」
問
題
に
対
す
る

発
言
に
怒
り
を
通
り
越
し
て
あ
き
れ
て
し
ま

っ
た
。
こ
ん
な
歴
史
観
や
女
性
観
を
も
つ
人

物
に
政
治
を
語
る
資
格
は
な
い
。
同
じ
大
阪

人
と
し
て
は
ず
か
し
い
。

 

久
米　

盛
次
（
東
大
阪
市
職
労
）

タ
テ
の
カ
ギ

❶
豪
華
な
食
事
、
う
ま
い
食
べ
物

❷
○
○
○
飯
と
言
っ
て
も
中
に
ダ
イ
ナ

マ
イ
ト
が
入
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
よ

❸
○
○
野
球
、
○
○
競
馬
と
馬
鹿
に
す

る
で
な
い

❺
ま
だ
知
ら
な
い
こ
と
。
○
○
の
世
界

❻
普
通
に
行
わ
れ
る
や
り
方
。
○
○
○

○
を
逸
す
る

❼
一
家
の
運
命
。
○
○
○
が
傾
く

❾
組
織
な
ど
の
弱
い
こ
と
。
○
○
○
○

○
化

13
大
衆
○
○
○
○
○
に
入
り
カ
レ
ー
を

食
べ
た

15
時
間
の
単
位
。
○
○
刻
み
の
行
動

16
○
○
に
引
か
れ
て
善
光
寺
参
り

17
♪
都
の
○
○
○
○
ワ
セ
ダ
の
森
に

18
安
ら
か
に
眠
る
こ
と
。
○
○
○
○
妨

害
19
ウ
ー
ル
。
○
○
○
の
ズ
ボ
ン

21
全
員
そ
ろ
っ
て
出
る
こ
と
。
一
家
○

○
○

23
○
○
捨
て
山

25
大
男
総
身
に
○
○
が
回
り
か
ね

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
強
豪
相
手
に
前
半
は
○
○
○
に
戦
っ

た
❹
短
気
と
同
義

❽
テ
ィ
ー
ス
プ
ー
ン
。
○
○
○
○
一
杯

の
砂
糖

10
一
日
の
○
○
○
。
一
○
○
○
一
短

11
両
足
に
つ
け
る
一
対
を
言
う
語
。
靴

５
○
○

12
♪
流
れ
寄
る
○
○
の
実
ひ
と
つ

14
○
○
を
天
に
任
せ
る

15
複
葉
飛
行
機
と
も
言
う

17
多
く
の
○
○
○
○
○
の
中
か
ら
一
つ

だ
け
選
ぶ

19
一
年
の
○
○
は
元
旦
に
あ
り

20
○
○
と
経
度

21
○
○
得
抜
き
で
つ
き
あ
う

22
法
律
に
そ
む
く
こ
と
。
○
○
○
駐
車

24
外
海
↑
↓

26
特
別
に
安
く
売
る
こ
と
。
○
○
○
○

品
27
旧
約
聖
書
中
で
ア
ダ
ム
と
イ
ブ
が
置

か
れ
た
楽
園
。
○
○
○
の
園
。
○
○

○
の
東

応
募
の
方
法

　

ハ
ガ
キ
に「
解
答
」「
所
属
組
合
名
」

「
職
場
名
」「
氏
名
」「
住
所
」を
書
い

て
、
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
ハ
ガ
キ
の

余
白
に
紙
面
の
感
想
、
職
場
の
で
き

ご
と
や
近
況
な
ど
を
一
言
書
き
添
え

て
い
た
だ
け
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５
人
に
図

書
カ
ー
ド
を
お
く
り
ま
す
。

　

な
お
、
送
っ
て
い
た
だ
い
た
ハ
ガ

キ
は
「
仲
間
の
声
」
と
し
て
紙
面
に

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

送
付
先

〒
５
３
０
―
０
０
４
１
大
阪
市
北
区

天
神
橋
１
丁
目
13
―
15　

大
阪
グ
リ

ー
ン
会
館
４
階　

大
阪
自
治
労
連

「
お
お
さ
か
自
治
体
の
仲
間
」編
集
部

応
募
の
締
め
切
り
／
７
月
31
日

正
解
と
当
選
者
の
発
表
／
２
０
１
３

年
７
・
８
月
号
の
紙
面
に
掲
載

4
月
号
ク
イ
ズ
の
正
解
と
当
選
者

　

２
０
１
３
年
４
月
号
「
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
ク
イ
ズ
」の
正
解
は「
ニ
ホ
ン
コ
ク
ケ

ン
ポ
ウ
」で
し
た
。各
職
場
か
ら
34
通
の

回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
抽
選
で
次

の
５
人
の
み
な
さ
ん
に
図
書
カ
ー
ド
を

贈
呈
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

▼
上
田
登
志
江
（
門
真
市
職
労
）
▼
東

川
一
政
（
堺
市
職
労
）
▼
後
藤
智
（
大

阪
府
職
労
）
▼
松
岡
昌
枝
（
東
大
阪
市

職
労
）
▼
浦
野
暁
子
（
守
口
市
職
労
）

（解き方）二重ワクの文字を並べ替えて意味の
通る言葉にしてください。

出題者：山本汎昭さん

ヒント：橋下市長には欠けています

４月号の解答
「ニホンコクケンポウ」

コシツ　ドウカツ
シユウチ　バニク
ヨミ　ヨジ　コウ
ク　トウギユウ　
　ケイシヨウ　シ
ホン　ヨウ　ジヤ
ウチキ　カイケツ
チヨクゴ　シンポ

改憲勢力に審判をくだそう！
学習を力に憲法学習会

地協初めての
女性交流バスツアー＆いちご狩り

（寝屋川市職労婦人部）

（北摂地協）

７月の参議院選挙で改憲勢力に審判をくだそう」と強
調されました。
　第二部では、バイオリンとチェロによる「音登夢」
（おととむ）のコンサートを行いました。

　北摂地協のそれぞれ
の女性部が、もっと女
性たちが仲良く元気に
交流したいと、５月12
日にバスツアーを行
い、子どもも含めて83
人が参加しました。
　バスの中では、子どもたちも楽しめるジェンダー問
題の大型紙芝居をし、我が家のジェンダーチェックシ
ートを配布。神戸市フルーツフラワーパークでバイキ
ング昼食、３時のおやつにいちご狩りを楽しみまし
た。「初めてのいちご狩りで満腹！いろんな年齢の人
も満足できる内容」「来年も続けて恒例になればいい
ね」と好評でした。

　寝屋川市役所女性九
条の会は、５月15日に
市職労・婦人部との共
催で、筆保勝・大阪憲
法会議副幹事長を講師
に「憲法学習会」を開
催し、50人が参加しま
した。

　筆保さんは「どの世論調査を見ても９条改憲賛成は
少数、96条『改定』という姑息な手法に国民の怒りが
おこっている。９条を守り憲法を生かす共同を広げ、
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「セット共済って？」

次号は７月・８月合併号とし
て８月10日付で発行します。

12：08先輩！共済って組合がやってる保険ですよね。

12：11民間の給付率ってどのくらいなんですか？

12：15へ～～～っ!!そうなんですか！

12：18すご～い！それは安心ですネ

12：25そっかー。だから共済に入る必要があるんだ！

12：28
これは職場のみんなに知らせなきゃ!!
先輩！ありがとうございました♡

既読
12：12

３割ぐらいかな～

既読
12：10

保険（営利目的）じゃないよ。共済は助け合い制度だから、民間
と違って、みんなの掛金の７割を給付金に充ててるんだよ。掛
金がうーんと安くて、保障が大きいのはそのためだというわけ。

既読
12：16

たとえばセット共済Ｃ型にした場合、毎月の掛金は
1,980円なんだけど…
インフルエンザで３日通院した場合は、15,000円の
共済金と診断書補助が5,000円おりるんだよ。通院
の初日に７日間の安静加療がでることが条件だよ。

既読
12：20

内容ももちろんすごいけど、仲間で少しずつ掛金を出
し合って困っている仲間を助け、自分も助けてもらえ
るっていうステキな制度だと私は思うわけ♡♡♡

既読
12：26

それに、共済に入る人が増えると制度がもっ
といい内容になるわけ。だから、共済の加入
をみんなにもすすめてるってわけなの。

　「住民のためにいい医療がしたい」。医療現
場に働く者としてそう願っています。
　「その願い」を実現するために１人でも多く
の人たちが「労働組合」に入ってもらい「医療
をよくするために」一緒にがんばってほしいと
思います。
　さて、福利厚生を充実させることも、労働組
合の大事な役割です。
　民間保険の保険料は貯蓄のためと思って支払
っていると思われがちですが、実は大半は会社
のもうけや経費・莫大な宣伝費です。不安をも
うけのために使う民間保険から組合員を守りた
いと思っています。
　労働組合の共済は、もうけを出すことを目的
としない「非営利の制度」です。だから「安い
掛金で大きな保障」を実現。掛金の７割以上を
加入者に還元することができます。
　病院の仲間の皆さん！「自治労連共済」への
加入を心から訴えます。
 急性期総合医療センター
 執行委員長　浦出　節子

不安をもうけにしている民間保険から
「共済」への切り替えをお勧めします


